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本書は中閣の革命後の経済の制度的側uuの研究であ
り，発展J＞／こんの経済構造計：：J:,'(jとするもめご司 モのた

めその範聞は；三，刊門におけと、従涜氾識にわf了－－，-c ＇，、手。
著者の主たる関心は，発反の／三めの資本の確保之fl,i)i主的

にいかに保証するか，中央；主jんdの有効な拘J.1.{}JI立f全経i斉
主体にいかなる;ff3で、影響力を；，与つたかに：，＇，］；

したがつ←ご，；＜fi：済組織が，（（つより今日に副主主汁、か

なる変遷をたと ・）たか，そ.J:（， ががく変化をと巴よなiJれ

ばならなかった背後の経済的姿悶は何で、あったJれを）j古史

的視点から検討ナる，すぐれて実証的ながf況である。

著者A. :~ zソンは現行；： ~－，、ン大学，ア l>['1fffi斉研

；泥の講座士jli,., Lているが， l"il［；＼で生まわ， ＇IJl1f!H記
そしてふた三ひん学時代を午／） 'Ji.ハ中国でj／時二 1・＇いう

経涯を持つ。その時代の中間の経済に｜泊して， 軒r1・には

G・C・アレンとの共著があり CU1），近｛巳（ドjな凶10；企業が

伝統的な文化i二！、カ込なる影会／i:''.:・ ＇；えて ν，：，t－.，：、己、う興

味ある問題土±J{,1くしている」い土，，，j題にす云j 1, ,!cJ）光の

主限は，いい山えるならば先lんの／：.めの窓欲的，1.,1；主流；n-
画が，中間の所与の条件に影響色与え，あるいはそれら

に制約されつつ，いかに行政組織に体現されてきたかと

いう点にあリ， 11iJ警の視点カh似たな形でここに’＇t，とされ

ているとはちことができょう l

（注1) G. C. Allen ancl A. G. Donnithorne, 

Western Enterprise in Far Eastern Economic 

Develoj円11ent China a11d Jap,m (Lornl州、 1954）ー

[I 

本書に扱われている問題は，まず経済；li1]1文の組織的枠

組が考察されたうえで，（1）それらが，；；＋0111経済における

初期の中央集tMl'r方法から，［(t.-1:-l～60午の5)11111) ），法へ

の移行の段階で1のように吃化 I／－ーか，（三）その，i,'iリじJ>t

産および投資の肋面にどのような；；（；容をおよいしたか，

(3）この状況において， c¥1火当局による経済；iiil自lの基礎と

なる余剰物資の獲得はU、かに保証されるのか，という論
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脈に整理しうるが，これらの問題の背景にはさらにいく

つ/J，（！），，同i経済にiパffの問題が設定されてU、る。けL「》

を（）・ 7ンゲに1,L/~' ,1::, (1）経済計iflli:t;.1；びその遂fii七

中央集権化によ泊行政的方法と，分権化による経済1・1甘刺

激の体系を設定する経済的カf去を同時に使用する必j繋が

ある。中央集権化は計雌が全体として斉fr性を保つため
にCたなのだが，，，hil:iの硬直化を避けるためにで主勺点、

ぎりけ俗化するι慢が仏り，そのどめ経済が発展す三Jに
つれて後者に重点が移行する。 M社会主義に本質的な経

済Jl・iilliの限日は経済発肢の速度と方向を人間の意志がもた

でイろところにあ；；：， 0 そのために問民所得の貯蓄.:1::i関税’

のうJ仏投資のUi!iJo) ().t定i土，系本（YJ；こ；t中央集村化L

f二ii!ftf段で行なわなければ、ならない；に；）計画は適切な

経済計算に基づかねばならない。その際，価格には分間日

( llistri hution）と経済計算の機能があり，財の需給均衡点

行J,t<ir行1創価終L ’i二産コストお｝、びflj／潤からおもろ：ん
どfi'lifれとの事離，.こじ〉ミ生産量を i湖沼；ふ日安がや十九jl, 

6 L v、うことで：＇）心、 11 'o 

ランゲのいう行政手段に物昆；バランス計闘を汁応させ

れば，これが中間の計四経済にあてはi:る。この形の，H

!illi'-C-ih九ば，中央、＇＇； l,,J （／）存経済分~＇r；二対 J る拘束力士人

、；！一心ことにと＇ C, ;H i函i全体ω？五千I:• .貫刊行，I',°ら
めることができる。しかし‘力で，これはii/ii々の経済“：1'

体の.i!=.rr条件がユ ζ トとし亡反映されず，また行政の比

吹が大きくなる1-.v) 1¥ ＼~f イヒ・硬街化 L, J礼実iこは中4毛、円

•). 

、て刀白1、11ft主にな）.，＇；そのためある t','! •i.パ 1！~1E権限を；千＇f(

Y告の行政lji.fi'i.および各経済主体に委譲しなければなら

ず，したがって，fl似i遂行の段階にお，.、てその統一性・－

i>H :,1呆つことi/1村燃になるであんう》

h l；の問題設叱（L），（日）はここに関連している。まず，捻

肢を jJi[,'ijする中~：；当んjの，すべての生産関係を再編し，そ

の拘米力のもとに置とうとする段初のドラスチックな試

みがtf&l次5カ年計闘であったが，これはけっきょく過

l{v'ぺ11<;集権化であ－，たとの判断がなされている。そL
-c-c: h-iこ続く期W,i11，ドわば中国の成rj.vっ条件によって
r/, ;A!；当 ）~，］の立志を体現した行政組織の改変が余儀なくさ

れたことを示すものであり， 1957～58年の地方分権化，

也i叶：，Sl['J）大緩jJ!:，人il；之，H:設立の；りJli¥11士、経済面で、はj

}j t♂ 

二こ（＇） 1正 19!>9～611 ［、，’l ）~占 t危機を主，七イ：）/J;([i］として， 1%0 

{j:,,j巳には経済性が或悦されるに至ったとしている。ここ

にr¥1悶に所1-j今の条f1：といっているのは，計画技術および
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a＋関l遂行過程の不備，各地域・企業の生産条件の多機性， ある程度制約されざるをえないためである。最近の農村

そして大多数の企業が，生産規模が小さu、ことなどであ での動向は，行政車脳裁を農作業の現実にあてはめようと

り， tのため Iドrjゾ主権的なれ｜同を適山寸ζ？より j,，生産 「るものであった。川したがって，小規模の農村工業を

に的鮫責任をJ与つ下級行政機関に， r＋•央，＇＇ j l,,jからの税や 統轄するのiι忌も適した行政規模は県，より小さい機械・

itぅi獲物調達の揃僚が達成されるかぎりで，その故i衡の1-f:. 化 d下：肥料工場，精米場，製粉場などは郷であると考えら

産条f'I；こ生産止，[1/,j惜しう：＇ ,'i ff:を与え／ごはうが1＇！＜司り ，））IL A L、 ，ぢ大！世模工場， W~Hの機M:｛七ラ護j概， i汚水など iこ

産社i,f以の産！臼尚it 大きくなク，生産1..:.4:rる胃；背十ff J ＇＇＂、ては立ヒ 1:l:規模がなお必要とされる，とい行ことに要

とどく。この期間の制度の笈：革は， 1960ft主代には日きり がJしうる川工業部門との関連で以上の3点は，行政決定

t I しにように，件11:,1（単位：の11,,q:にイン円 子イ 17'/,IJえ， ！在l授のt也）Jうy儀｛七の i一f土之y要悶が'I：同iこ伝統｛「jな小規＋
そjJfi:i'i呆余司白1w11ifJ＞獲得士；；

に向泊亀う t，のであつたと兇るわけであるυ して経済発恨の基礎となる農業部門が，逆に工業部門か

r1 i・ tう議論；土11政決定w山地方分Hid!二子問題に「／〉も ん低価格に上る差是機l~＇化学肥n，消費財などの援助が
のどか，中央：ji"lによっごfrJll＇され円、／： {1企業、会IL紋の 必要とされる午淳力引発腹水準にあ》て，＇ l'.iifJclY：加の・Ji

80o/oが1958年に各省・ I打・自治区に君主淡され，その結果 針がとられれば＇＇ i然起こらねばなれなかった現象である

それん／；~大きな↑it:[i艮と白 i＞；＇＼を持つ二とになっ主二日ぜり 竺とを指摘ナるもの尽ある。

文ljlド .~.ts －、て、行政面のけ俗化による！主将として， P【者 以上のぬ行に討しじほんらL、人氏公社i土予 ll主産物会

が最も注｝｛するのは人民公社内没立である。それによれ 剰を制度的に確保する手段としての意図があったことが

ばそ，／）設立；士l((i7～58’1山 ]II；方分村iH!二 195SJ，ーのた媛 }J i託されだp 竺の著者の視点は，行政単｛立が有効である

進 I,Ji引場係ではわけえな唱｝九：ぜなし， tI）地方分Hfflご政 ／：めには‘＂E：れが生；1｛れほ術評討に応！保jされて’Hit穣にな

策に i上って農村に強力な行政l)i.｛立が必要となり， Ul大限 ムゴるをえなし‘ifiic，発般に必要な余乗I］物資を存在保する
j隼は隈村に小規開の労働集約的工業を嵯i没するとたを,rf t・めには、中央＇＇＇ 1／品に緊併に結びつく中央集権化された

子二＇ ＇：おり j也）:f行政（1;i]f 1ミをそれ仁l';;:i:,

j包こ，Jたfこ占Iiであ；'.iO 1958'1＇・に恕；とされた公付 l士，そ日） けであ I），とれを解t於するためにとのH寺liで，ソ遮のよ
ためにt是業， I業‘商業，女：化司市，p：..：どi守：名1；す－」主多fI i'iJ うな，i¥-i踊経済「 境工業優先，価格機構の利用 p を離

な：：十件ポJj.えん；／＼，／ことすノ；， ' :JIと，行政fhiび＇）l¥Bjj分除fとによる民業の重Hl, 寸1で11I 

ここで答者はじ・W・スキナーの興味ある着服を引f!l 'fa!:5主権化のために党機関が活用〈されるという，きわめζ

して、j失業に対する人民公社の規模に疑｜尚を提出するのス 中国独自の方法がとられたという結論に導かれる。先に

キんの論点』仁 l!'t村における小郡山υ〉内？賓をE·f ；~ 化 Ii，たようにヲとこに l ＇）出｛ Joの大~ii ！佐 0）政治的，：＇：；；事IIが対応

して標準市場閣を仮定し，それと公社規模を比較した給 与れている。

果， 1958～61年にこおむつた公社の悶難は，標準iii場閤 （注 1) 0. Lange ed., Problems of Political R印

にその頃摸をj的lじさせることに失敗Ltて｝とに仁ると結 局οmyυjSocia/,is m （、NewDell】i,1962）・

諭するものだが（注2），著者においてもえ初の公社規模が 〔注＇.：＇.） C. W. Skinner，“Marketing and Social 

大きすぎたことが問題にされ， 1960年代にそれが縮小さ Structure in Rural China，＇’ Parts 1, 2, 3, Journal 

れ三〕 Ji汁がとられえことに注意が向じられる。 。JAsian Studieら Vol. XXIV, No・1(November 
この規模の問題は公社内の生産力によって裏づけされ 1964); No. 2 (February 1965); No. 3 (May 1965）ー

る必要がある。その点に関する著者の論点は，（1)1960年

代にはL、ってU1cザiff有，所得分配の主主流'i＇－伎が生産大隊 m 
から生産｜放に移D，また家計や個人に｛1：；じを諮りたよ，せ

たり，課税対象にしたりすることが奨励される傾向が出 以上が行政手段の地方分権化に関連したものであれ

てきてV、るが，これはよ I）小枝模の生斥tji位のiまうか生 fJ，次にラングのいう分権化に伴う経済的方法が問題tこ

産手段の管理が行きとどき，また作業に4する集中！立が されねは、ならない0 4王者においては，この経済的方法が

i白iいためである。（2）これは中同の農作業が伝統的に小規 中央当局の政策の中で比重を占めてくる過程がまず考察

模山尚営に適すと）1,のであずべ，そこに終業の集i:JlfLJJ, 3れていらリ店lj述の物財計画が優先する経済では，財の
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生産数主主が同家によって計画的に決められ，その供給品 く，それ以上に農業の労働生産性および農業部門外へ出

がふらか己め次定されていることが前慢ととれ込。この とれる農産物の商品化本を上昇させる必要があるという

よろな終済』こ市場を想定するなLd，そこにおけるf:lli格 以～識があマ》たfいう！この判断は中国tとお付る経済発！民

体系は，，H·凶fJ：の物財ノfランスから＇~E徹す乙各II寺 ii，ヤの のためにい，主ず食儲おkび i：業原料としての差是活物；］＇

個々の消資枠の強ャ需要を反H央したt》のとなるであろ 乗I]が，農業部門から他部門に供給されたければならなし、

う。著者tこよjLば，第！次5力ij,[I-匝rt：：与の1fi場かまぶlこ とし、う著荷ーの制点に関連してくるυ

そ月でふ ＇）， ；；~，to ， 小，，＇じ価終指数ポ手i,;;; ＇守安定してLる 幾Yi税および実産物調達紐ii(rl土，こ山l没；iじにおL、て刊

のに対して，自由市場では価格が U1L！部iijが／！＇，刻した 必に｛ち.ll川、ど＇＇ t' IJ~農業税がその目的に一下要t(役割合

ということであるョこの消費財に.kすする強い超i品需婆を 来た吋凶ものであったのに対して，公定価格によろ僕ff物

レかにしてJif1えるh，、ニれが本占におL、て11！日格H主策とし 洲j主は，その政策が持入された直接の契機が195,l年の燦

てお llこ｜問題tされて I，，る／i、で点〉る。いし、ρえれば、側 主生以の停滞iあり，その目的が第1に欠国家計に食%＼

格メカニズムの作用する分野に，中央河川がし、かに拘束 β提供すろもので，いわば農業部l"J内て♂の農産物の手Ti1 

力をおよiますか，いかに佃i怖政策を通じて各経済j肉体の 阻手段であったとする。そして調達価格は，（］）幾民の不

行f)J決定を，心＇ 1'.", ／）＇じ1～決どしてぜ、合.，tJ拘：に対応さ止る 尚を鎮めるに1－分な高さの購入価格水準，（2Ji商事奇者をj儲

か日ilIH応C才る。この／ーめプ）基本内t,:j文ti，υしぐ若r'¥が ;1＼さ fi・るfJ1:v、完封j自Ii格水準， （；；）その善計iとLての中央：＇1

あげているのは，総賃余支払の制限および問家lてよろ良 川の収入、の：tl{T，：；詩）己主せイ｝ものでなければたらt,,, 、

産物購入への支出制限である。労働j報酬の刑加が労働J生 が，それが分配手段として設置されたためにま子（3）が制

産ぺ上行上；）もf(＼く， 上たぬ産物調i主価fr,う1汁ぃ品でJi辺氏 限され，ついで1955年の「三定政策」に至るまで（2）が優

である： c!::がこれに陶；もして考dさ＊＇てLるc このJ，（，本 先された J しかし， 1960{1'{1;にはL、る土，生産Iニインじ

政策のほかに，さらにご義的な方法として農業集団化iこ L〆テ fヴき：与える／？めに（のか人（1ト＼のn行があり， 一J;
よる消費財への支出制限， l有家からの農業融資拡大の制 欠制家計の問題は，農産物調達制度における地方の権限

限，農t生（正支配色UY延期，納flおよび桁蓄｝1h住運動が の主主大Iこff，、，地方の行政機関にその解決がまかされる

あげられて＼るが‘こ,ItらJtす・＜て泊費朽／）鱗氾ブJ＇.を骨ii] ことになーらた止しといるけ

限することを意図している，つまり，この政策が実現さ 以 i：の論日は，＇~'itf:llif停を従来上 IJ I昇 3せるこ土に

れたとすれはJ経済全般にわたって｜拘J!.lc刑インプレー よ •） て生時にインセンティヴを与え，財の供給を増大さ

シニ］ン (iiIが杓来さhると考えられる 1 ぜる生産の局面に関連する。つまり，とれが達成された

本書にお、て， lll:l題；t次山2点に：，，1:t,,h;;:, 気 1l( Lきに超ii，品需要をJJ]i制するfl:J題が校本i'l'Jに解決3れらこ

は士れらの政策が生産へのインセン千ィグ±減少させる 止になるからである。

問題である。したがりで生産増加への刺激をLj.えるよう 著者の第2の問題は，財が需要に対面する時点に関連

に，これらの政策ポU士官された過程が考ぶされてUふ。 する。著者によれば，中国のμ｜画経済は基本的には物財

賃金につ￥、てみると、第 i次5カ｛f，計iilJf期仁fi, ,(:j v、 ペランス，:I-函で行なわれており，資源配分は価格メカニ

投資率を達成すど｝ために労働生産性およ＂.＿＇.賃＆の J:rr；字 ズムとは無関係なとこ人で内I~ 給制度によって行なわれ

の差を大きくしておく必要があった。このため，必要と る。これが生産へのインセンティグを常に減少させ乙と

される労働－りに生産へ。インセJティヴ合与えることが ころに問題があるとする。この問題の解決が，先に見た

園球であったとする。ここに， 1'111述の第 i次らカ，fJ号Iは 行政的手段の地方分権化に対応されているわけである。

過授の中央集権化であったとする著行のがj新が閣法して ことで著打の制度的な資源配分という政定をはずし，こ

いる。それに対して，賃金支払が生産増加iへの誘因とな れが価格メカニズムによって行なわれる経済を想定する

る形で行なわれたとしてい今のは1962年からであり，そ なら，財の価格はその需給が均衡する点に決まるであろ

のi漬果， 1963年に1956年以来はじめて大松な賃金の i二弁 う。この需給均衡点は，労働の限界生産力に等しく主主金

があり，それが40%の労働力の［昇企もたらし：tえ大 が決定され，残余の過去労働に上る剰余稼得分は企業と

躍進以後の生産停滞からの回復に好影響を与えたとす 国家に配分される局面に対応するρ しかし争社会主義国

る。との工業部門での賃金上昇の裏には， 1962年以来， においては市場の存在が限られたものであるため，この

］業部門における生斥性を上昇させるね，・，いt':tではた 均夜＇J点台L、かに決定するか，すなわt），個十台決定の脱準
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そどこに定めるかに関しと市1jf!Jな問題点、生じる。 1950/f-

/1::iを［λからソ連に活発になコた、いわbbる［経済計算論

争 I：士ここに干密接に関連し円、お I'.! c ランゲにおL、て

は，経済主体の行動決定υ，f能なかぎり市場の機能に委
ねることにとって，この規準告と校定十るとし、行代案が従

業主れているわけである九

ランゲにあっては，さらにこの議準から公定価怖を百：

閥的に手離させることによる，資源配分に対する価格政

策！； :I/\J題ときれている。キ；j十 e1HlfiW,;J~，主のこの規準の

'1¥J習は扱われておらず，そ（T)/: c'/）に iJ111q経済においてラ

叩！作の計算機能および分布l機能がどご｝｛〉費づけられるか

がIIJI; ，かにされてャなヤ， L ／；ミL二三〈‘中央当局lこよ

ぺ次定された価格は王店長にi歯止；Ltc，、ものであり， f而

格決定権の分権化に伴って，農産物，工業製品ともに中

央河川の価格政策に従属させることが悶難になったとい

う点が問題とされており，箸？？においては明示的な形で

はないが，価格メカニズ、ムが中国経済に影響力を持，，て

、、／〉士とが想定されてu、3

ニゾ）価格の2機能を砂J;1、l°i1-J；こ1/¥J出にLたものにノミーキ
/ I，ゾ）研究がある。すたわれ‘ 1I I ILiれ去の問題は，政治

i'1'J fょ色彩の強い中央集特化に上イ，，，i[11i［綬済の組織化にお

い；；t，それが強まったl；守点で経済ll'JJ~.l秩序状態が生じ

るところにあり，各経済主体の行動に｜任後影響力をおよ

ぽす価格メカニガムを通じて，経済の統...－お上び効率化

をjjトけていくものでなければならない，とする η ここに

いう効率化とは，投入の組iTせを最適にすることにより

i産出向が培加する問題ではないとU、うことであり， した

が J て，追/Jn的な投資が産i十＇11t'1iM大にが：実する局面での

必＂命？ある 9 それゆえ， f千生産関係への資本融資を通じ

とねく1庁を先導する計画｛ヒがj号えんれどw、るわけだが，こ

れ「〉の金融組織が影響力士jyったう九には，まず各経済＝l:

体が自己の利益を追求するものでなければならない。こ

こに，そのような経済への誘因として市場が重視されて

いるわけである（；t3）。

著者においても，価格政策が限定された局面で市場の

存在が蔑視されている。しかし，それは価格メカニズム

ジ）:2機能に関連してのものではなく， di場における需要

：士反映した高い価格が生産に fンセン子ィヴを与える頭

および市場が存在しなu、とすれば， ! jゐえられた目標以上

のft，産物余剰は確保されないというさ：味で，農産物の供

給：c:.果たす市場の役割!JIこ関連するものである。ここに本

警の問題点（3），行政手段の分権化に伴い，余剰物資の鍵

得はU、かに保証されるのかという問題が対応する。

書評

正こん仁、4，舎では，以上の行政権限および価格政策決

ど権限の分権化の結果として，れ水準の行政機関は高度

のi'l二it＇’I(同 lf-su伍ciency）を持つことになり，＇;'j'や企業の

II 給 i:J ＞ι （ j,/1,1］は強化され地域格忌が助長~；／した。一方で

中央； ~1J;ijは各省や企業聞の余剰物資の移転に拘束力を持

つことになりたと結論されるわけであるが，ここで著脊

は，中央集権化の新たな可能性として銀行組織に注目す

るのさ~に凡たように，パーキンスにおU 、てもこの着目

があ、／七わけであるが，それが3ムiこ1lii坊の役割の議視

に品（.，，n刀リ1引用するのに対して， 抗：削二:toL、ては，銀行の
Illi教i'l'Jな憐能l二関心が向けられ C,, ・<, ..すなわち，その翁I]
l支が，（ l•'i いた化された秩序だη ／二組織けλ系をjプiつ，（2）各

地j：や：》f「業土持？接な関係を保つ、川流動資金と長期資金

のほjJIJができ，それらの融資を通じて生産主体を監督し

うる，（4）財政制度に比べてより流動的に問題に対処しう

る，としう機能に上り， 19fi0年代にはいって経済性が重

視されてきた状況で，この組織が従来の行政制度に代わ

って‘中央と地方および各企業とを結びつける役割を果

;'~_ I_ .・，イ：， L tる。そして終章仁:j'jb、て、 f4_;:j笠れによると

こ九のq1リとど地方との緊張関｛取に この近代的な組織に
編入、され、 'Ii央集権｛とされるこ Eに仁，・c ;,'iiJiiすること

になるてあ乃うと結論する。

(Ill) ・r,；下；，！＇、雄『， j,lほのJtH't・4主同＼＼;j;IJ度』 〔アジ

γ経済研究J九 1%5年）， 77ベ v ジ。

( /l 2 ) il¥lJ ih種典『ソヴイ Z 卜れ併の照史と理論』

( i I本，f干論H,19伯作）。

Citφ;1 ) D. H. Perkins, Market Control and 

} '/ ii II !Ii M父in Comn刊行1istC/1111a （（三、mhrid巳c,J¥.fass., 

J%ii'1 

IV 

以上に明らかなように，本書は計画経済に固有の問題

をその背後に設定しつつ，あくまで，経済発展の基礎と

なる余剰物資の獲得をし、かに達成するかを正面から問題

にしているといえる。それゆえに，経済発展のためには

第 1に余剰農産物が獲得されなければならないという設

定に:tJ＼、て，著者の関心は農業部門にその重点が置かれ

ている。この部門をあっかう章は，し、わば本書における

問題提起と Lての役割を果たしてし、ろと見ることができ

上行、村にq，国においては，生産力よりも生産関係，し

たが.－，てそれに調達する経済組織・制度を震保する考え

1fがあり，著者が制度の問題を取り上げて，中国に特有

の1i十間経済における問題をある程度明らかにすることに
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成功して＼.る／.（；土注目する必要がある。 ぃ、る点である什これらは本書における研究のブしーム

ここで「ある程度jというのは，第Iにうもにふれたよ ワークが制度的なものに限定されてし、ることに関連する

うに各経済主体に対する価協メカニズムの2機能の作用 であろう。

がI珂織に砂iらかにされていなし、てとによる。竺れは，バ Ji~iをにつけ加えておかなければt，： じな L、本書の ,j,へ

ーキンスに！日1：必とされてし、ん：うな＇ l千縦約 1付、eノ；！－i動 ’）（＇ l'.j.'J'色n::，終点ili!J/Q；企問題にすζ,11ni I Iv'）・ーつが， .t(:,',;
決定に関 j・ :, ケロ視点てv') )'; .dl,i1¥ 本iヰー；ii ＇誌な 11¥] (i) ／（内外が現存↑、！1'L ごし、ることにあ弓！ごする箸／，nn 
,f,¥Nとされていないことに問お！？するυ 第2に（i:, J)l,! 1 !'fll織 料に刈する Ht~,'Eである。こωような手法に上〆ゾC，こ

が農業に一対して必要な怠l吹をもり段i＊奇ての‘分怖化び）要 こに1+1［斗経済に！羽ナる総ft(ド,JtJ.l1昨’＇1¥:が京 jごめF，れたこと

i対であ，B三）たわIJ伝統的な111:1i'ド系と，機杭fl' ! Iた大 c'lf B、加工大：＂＇L、Jあ7,')" 

1:1!,模な集iI: r'' ，い「の技術付、午、 L1,1羽i車があi z；、lにされ （調九州叱，t m近 ・・it)
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